
































要約:侵襲的出生前診断に関しては、調査用紙を送った 270 施設のうち 166 施設(61.3%)か

ら回答があり、そのうち 136施設(81.9%)で行われていた。年間 100 件を越す施設は 16 施

設(11.8%)であった。診断総数は 5,748 件で(1993 年は 3,539 件)、羊水穿刺 5,557、絨毛

採取 109 件、臍帯穿刺 77 件、胎児組織生検 5 件であった。ほぼ 90%が染色体異常を一義

的検査目的として行われていた。羊水穿刺の場合の異常検出率は 3.9%、絨毛採取の場合

の検出率は 22.0%であった。インフォームド・コンセントについてはサイン入りのものが

76.9%、サインのない事前説明が 19.2%で、残りの 3.9%は検査時の同意書で対応していた。

説明に 10 分未満が 30.1%、10～29 分が 30.1%、30 分以上かけている施設は僅かであった。

母体血清マーカーテストに関しては、1,288 施設に調査用紙を送り 873 施設(67.8%)から

回答があり、このうち332施設(38.0%)で行われていた。総件数は14,682件(35歳未満8,919

件、35 歳以上 5,763 件)で、年間 100 件を越す施設は 29 施設(8.9%)で、ここでの総件数

は 10,793(74%)であった。サイン入りのインフォームド・コンセントをとっているのは

35.4%、サインなしに事前説明をしているのは 57.1%であった。


